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２
０
１
３
年
の
年
頭
に
当
た
り
、

ま
ず
は
、
会
員
皆
々
様
、
並
び
に

ご
家
族
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

＊「
阪
神
大
震
災
か
ら
18
年
」

今
年
も
１
月
１７
日
、
被
災
地
で

は
、
鎮
魂
の
日
を
迎
え
ま
す
。

人
々
の
祈
り
に
は
、
被
災
か
ら

２
年
１0
ヶ
月
た
っ
た
東
日
本
大
震

災
の
犠
牲
者
へ
の
深
い
哀
悼
と
確

か
な
復
興
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
事
と
思
い
ま
す
。

「
１
月
１７
日
」
の
教
訓
は
、

「
３
・
１１
」
に
生
か
さ
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
？

大
震
災
に
不
意
打
ち
さ
れ
た
の

は
１8
年
前
の
阪
神
大
震
災
だ
っ

た
。「
関
西
に
は
、
地
震
が
来
な

い
」
と
い
う
安
心
ム
ー
ド
が
あ
り
、

備
え
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
。

古
い
木
造
住
宅
な
ど
の
耐
震
化

は
進
ん
で
お
ら
ず
、
死
者
６
、０

０
０
人
余
り
の
80
％
以
上
は
、
家

屋
倒
壊
や
家
具
の
転
倒
に
よ
る
圧

死
だ
っ
た
と
い
う
。
密
集
市
街
地

の
放
置
は
火
災
の
拡
大
を
招
い

た
。
兵
庫
県
は
４
年
前
、
復
旧
・

復
興
過
程
を
検
証
し
て
１
０
０
年

の
教
訓
に
ま
と
め
た
「
伝
え
る
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
」
を
出

版
し
た
。

○
災
害
初
期
に
は
、
地
域
住
民
が

消
防
や
警
察
と
連
携
し
て
救
助
に

あ
た
っ
た
り
、
高
齢
者
等
「
要
援

護
者
」
の
安
否
確
認
や
避
難
を
優

先
的
に
行
っ
た
り
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
し
て
い
る
。

○
災
害
過
程
で
は
、
産
官
学
連
携

に
よ
る
新
産
業
創
出
の
必
要
性
、

企
業
の
早
期
再
開
が
雇
用
確
保
に

つ
な
が
る
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い

た
。私

有
財
産
で
あ
る
住
宅
に
、
公

的
補
助
を
可
能
に
し
た
被
災
者
生

活
再
建
支
援
法
が
、
震
災
の
３
年

後
に
成
立
し
た
。
こ
れ
は
、
難
題

だ
っ
た
住
宅
債
権
が
容
易
に
な
っ

た
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
、
東
日
本
大
震
災
に
も
共
通
す

る
課
題
だ
。

全
国
各
地
の
自
治
体
が
防
災
計

画
や
復
旧
・
復
興
対
応
を
検
討
す

る
際
の
参
考
に
な
る
と
思
う
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
自
衛
隊

の
災
害
派
遣
要
請
迄
４
時
間
を
要

し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、

発
生
６
分
後
か
ら
地
元
知
事
の
要

請
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

教
訓
が
生
か
さ
れ
た
。

○
東
日
本
大
震
災
は
、
地
震
の
規

模
も
津
波
の
高
さ
も
予
想
を
は
る

か
に
超
え
る
も
の
だ
っ
た
。
過
去

の
津
波
被
害
の
経
験
か
ら
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
り
方
が
進
み
、
防

災
訓
練
も
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
い

た
が
「
想
定
外
」
の
事
態
に
は
、

対
応
出
来
な
か
っ
た
。

例
え
ば
、
津
波
に
運
ば
れ
た
車

両
や
建
物
が
炎
上
し
た
「
津
波
火

災
」、
広
範
囲
に
及
ん
だ
液
状
化

等
の
二
次
災
害
が
発
生
し
た
。

全
電
源
喪
失
に
よ
る
原
子
力
発

電
所
事
故
も
起
き
た
。
日
本
列
島

は
地
震
の
活
動
期
に
入
っ
た
と
さ

れ
る
。
首
都
直
下
型
や
東
海
・
東

南
海
・
南
海
の
連
動
型
巨
大
地
震

も
確
実
に
や
っ
て
く
る
。

被
害
を
極
小
化
す
る
為
に
、
二

つ
の
震
災
か
ら
汲
む
べ
き
教
訓

は
、
多
い
。「
想
定
外
」
を
想
定

し
、
防
災
体
制
の
改
良
を
続
け
る

べ
き
だ
。
国
民
の
一
人
ひ
と
り
が
、

災
害
の
多
い
日
本
に
住
ま
う
自
覚

を
新
た
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

＊「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
」

私
た
ち
の
住
む
マ
ン
シ
ョ
ン
の

管
理
組
合
活
動
の
中
に
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
活
動
と
い
わ
れ
る
も
の

が
有
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
ど
ん
な
意
味
が
あ
り

ど
ん
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
は
、
共

通
の
目
的
や
意
識
を
持
っ
た
地
域

社
会
（
共
同
体
）
の
事
で
、
昔
は

集
落
や
村
落
単
位
で
す
べ
て
の
こ

と
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
原
形
で
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
そ
こ
に
住
み

共
有
の
財
産
を
維
持
管
理
す
る
と

い
う
共
通
の
目
的
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
に
よ
っ

て
一
つ
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
が

出
来
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
は
い
つ
修
繕
す
る

か
、
そ
の
予
算
は
ど
れ
だ
け
い
る

の
か
、
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
も
い
い

か
ど
う
か
な
ど
、
そ
こ
に
住
む
持

ち
主
（
区
分
所
有
者
）
が
自
分
た

ち
で
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ど
う
し
て
も
多
数
の
人
た
ち
が

管
理
組
合
の
中
で
合
意
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
み
ん
な
の
意
見
を

ま
と
め
る
為
に
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン

内
で
の
人
間
関
係
が
密
接
で
あ
れ

ば
あ
る
程
う
ま
く
い
き
ま
す
。

そ
こ
で
良
い
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
」
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か

が
、
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
孤
独
死
、
高
齢
者
不
明

問
題
、
独
居
老
人
の
増
加
に
加
え

て
、
東
日
本
大
震
災
で
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
が
再
認
識
さ

れ
再
生
の
取
組
み
が
加
速
し
て
お

り
ま
す
。
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え

て
、
高
齢
者
見
守
り
安
否
確
認
が

重
要
に
成
っ
て
来
て
お
り
ま
す
が

地
域
は
、
試
行
錯
誤
で
バ
ラ
バ
ラ

と
い
う
の
が
実
態
で
す
。
本
来
マ

ン
シ
ョ
ン
は
、
管
理
組
合
を
中
心

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
と
連
携
す

る
こ
と
で
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
単

位
と
し
て
高
齢
者
見
守
り
に
適
し

た
環
境
を
も
っ
て
い
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
単
位
の
自
治
会
を

持
つ
こ
と
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
高

齢
者
を
見
守
れ
る
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

埼
管
ネ
ッ
ト

会
長
　
佐
々
木
　
一
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謹
賀
新
年

住
宅
は
生
活
基
盤
に
不
可
欠
。

巳
年
を
む
か
え
人
生
80
余
年
間
の

住
宅
を
か
え
り
み
ま
し
た
。

木
造　

Ｒ
Ｃ
造　

分
譲　

賃
貸

造
る　

借
り
る　

買
う　

稼
ぐ

◎
自
然
豊
か
な
農
家
に
生
ま
れ
る

旧
姓
井
口
の
生
家
は
、
わ
ら
葺

き
で
な
く
、
数
少
な
い
瓦
葺
き
二

階
建
て
、
煙
突
も
あ
り
ま
し
た
。

農
家
で
す
か
ら
、
間
取
り
は
同

じ
で
、
炊
事
場
な
ど
の
土
間
と
数

段
高
い
畳
四
部
屋
に
別
か
れ
、
間

仕
切
り
戸
を
は
ず
し
て
冠
婚
葬
祭

の
大
広
間
と
し
て
使
用
。

戦
後
、
水
道
や
ガ
ス
が
普
及
し

土
間
は
な
く
な
り
、
６
年
前
に
生

家
は
建
て
か
え
ら
れ
ま
し
た
。

東
と
西
の
山
並
み
、
南
方
に
広

が
る
農
地
と
東
の
大
川
。
以
前
は

米
麦
二
毛
作
で
、
多
く
の
生
物
が

す
む
自
然
豊
か
な
環
境
で
し
た
。

子
供
の
時
か
ら
、
山
仕
事
も
ふ

く
め
た
農
作
業
を
手
伝
い
ま
し

た
。
今
で
も
伐
採
・
草
刈
・
植

栽
・
剪
定
な
ど
園
芸
が
好
き
で
す
。

◎
景
観
と
住
み
よ
い
家
を
造
る

喜
田
へ
婿
入
り
京
都
で
間
借

り
。
昭
和
32
年
、
京
都
北
白
川
の

お
寺
の
地
所
に
家
を
た
て
ま
し
た
。

東
山
36
峰
の
ひ
と
つ
瓜
生
山
、

尾
根
に
幼
稚
園
。
そ
の
中
腹
南
面

の
借
地
か
ら
大
文
字
山
や
町
が
一

望
で
き
、
緑
の
豊
か
な
環
境
が
気

に
い
り
ま
し
た
。

建
設
資
金
が
少
な
い
の
で
借
地

40
坪
、
建
蔽
率
30
％
の
１2
坪
の
狭

い
平
家
を
計
画
。
間
取
り
は
、
リ

ビ
ン
グ
・
キ
ッ
チ
ン
の
板
の
間

に
、
４
畳
半
の
畳
の
間
と
書
斎
、

子
供
部
屋
。
南
斜
面
に
Ｒ
Ｃ
造
の

地
下
室
。
材
木
が
高
い
の
で
、
屋

根
葺
き
材
を
軽
く
し
て
、
柱
や
梁

を
細
く
し
ま
し
た
。

生
垣
を
植
栽
し
、
畑
作
物
や
花

を
育
て
ま
し
た
。
８
年
後
に
転
職

で
関
東
へ
移
住
し
、
一
時
貸
家
。

そ
の
後
に
、
養
母
が
入
居
し
て
一

人
暮
ら
し
。
関
東
に
住
む
私
が
、

必
要
な
時
期
に
園
芸
を
応
援
。

昭
和
60
年
、
借
地
を
増
や
し
、

友
人
に
設
計
を
依
頼
し
二
階
建
て

老
人
用
の
家
に
建
て
か
え
ま
し

た
。
養
母
は
、
家
と
環
境
に
満
足

し
、
訪
問
介
護
を
う
け
、
１７
年
後

の
9１
才
ま
で
長
生
き
し
ま
し
た
。

◎
Ｒ
Ｃ
造
の
社
宅
と
別
荘

昭
和
40
年
、
東
京
都
清
瀬
市

（
旧
清
瀬
町
）
に
開
所
し
た
建
設

会
社
の
研
究
所
へ
転
職
。
翌
年
、

敷
地
内
の
社
宅
４
階
に
入
居
。

30
数
年
間
の
戸
建
て
木
造
住
宅

の
生
活
に
お
別
れ
し
て
、
Ｒ
Ｃ
造

共
同
住
宅
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト
。

幸
い
、
同
じ
敷
地
で
園
芸
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

数
年
後
に
、
偶
然
も
あ
っ
て
遂

に
ア
ル
プ
ス
の
麓
、
長
野
県
安
曇

野
市
（
旧
穂
高
町
）
の
赤
松
林
を

購
入
し
別
荘
を
建
て
ま
し
た
。

穂
高
町
学
者
村
の
敷
地
千
数
百

㎡
と
別
荘
を
親
戚
と
共
有
。
社
宅

の
隣
人
が
開
放
的
で
防
犯
で
き
る

別
荘
を
設
計
、
天
然
材
で
施
工
。

最
初
は
甲
州
街
道
を
車
で
約
８

時
間
、
現
在
は
高
速
利
用
し
て
３

時
間
余
。
林
の
草
木
は
不
在
中
に

成
長
、
そ
の
始
末
で
心
地
よ
い
汗
。

別
荘
を
拠
点
に
、
家
族
や
友
人

も
信
州
の
大
自
然
と
遊
び
、
文
化

を
学
び
、
そ
ば
を
味
わ
い
ま
す
。

◎
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
買
う

社
宅
入
居
期
限
は
１0
年
で
す
。

そ
こ
で
、
自
然
景
観
・
店
舗
・
交

通
・
留
守
・
自
己
資
金
な
ど
か

ら
、
埼
玉
県
新
座
市
で
数
少
な
い

マ
ン
シ
ョ
ン
を
探
し
ま
し
た
。

39
年
前
の
昭
和
49
年
に
、
７
階

建
て
１
０
０
戸
の
建
物
を
見
学
。

家
財
や
書
籍
が
多
い
の
で
、
６
階

の
55
㎡
住
宅
、
隣
り
あ
わ
せ
２
戸

を
契
約
し
翌
年
春
に
転
居
。

６
階
か
ら
の
眺
望
は
す
ば
ら
し

い
。
眼
下
に
農
家
の
ケ
ヤ
キ
林
、

東
南
に
関
東
の
古
刹
・
平
林
寺
の

国
指
定
の
約
60
万
㎡
保
安
林
、
そ

こ
ま
で
野
火
止
用
水
の
散
歩
道
。

西
南
は
る
か
１
０
０
㎞
か
な
た

に
、
美
し
い
姿
の
富
士
山
。

Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
の
新
座
駅
へ
歩

い
て
１0
数
分
。
駅
利
用
者
が
増

え
、
新
幹
線
の
始
発
や
終
電
も
利

用
で
き
ま
す
、
ま
た
、
関
越
高
速

Ｉ
Ｃ
も
近
く
て
１0
分
以
内
で
す
。

駅
南
部
の
開
発
で
、
買
い
物
も

便
利
（
本
誌
92
号
参
照
）。
昨
年

１１
月
に
観
光
・
文
化
・
農
産
直

売
・
集
会
の
『
ふ
る
さ
と
新
座
館
』

が
す
ぐ
近
く
に
開
館
し
ま
し
た
。

自
然
景
観
や
利
便
性
に
満
足
で

す
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
に
種
々

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

当
初
１0
年
管
理
し
た
開
発
会
社

の
大
家
意
識
（
分
譲
で
あ
る
の
に

家
主
と
勘
違
い
）
や
管
理
組
合
発

足
後
の
自
主
管
理
の
た
め
管
理
規

約
か
ら
脱
線
し
が
ち
で
し
た
。

現
在
は
、
外
部
の
意
見
も
参
考

に
し
て
、
管
理
組
合
法
人
は
規
約

改
正
や
長
期
修
繕
計
画
ま
た
耐
震

診
断
な
ど
に
着
手
。
私
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ

埼
管
ネ
ッ
ト
の
会
員
と
し
て
、
管

理
を
学
び
研
究
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン

の
運
営
に
役
だ
て
て
い
ま
す
。

◎
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
で
稼
ぐ

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
８
月

６
日
の
阪
神
大
空
襲
で
、
西
宮
市

の
家
内
の
喜
田
生
家
も
焼
失
。
そ

の
後
、
町
で
は
木
造
住
宅
が
順
次

再
建
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
７
年
（
１
９
９
５
）
１
月

１７
日
の
阪
神
大
地
震
で
木
造
住
宅

は
全
壊
。
再
び
災
難
、
悲
し
い
。

当
方
は
、
震
災
５
年
前
、
亡
き

養
父
の
木
造
家
屋
を
賃
貸
マ
ン
シ

ョ
ン
に
建
て
か
え
て
お
り
、
無
事
。

Ｒ
Ｃ
造
５
階
建
て
２
棟
、
友
人

設
計
の
環
境
に
配
慮
し
た
住
宅
、

三
方
窓
は
と
て
も
好
評
で
す
。

昨
年
４
月
、
市
は
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
に
備
え
『
津
波
避
難
ビ

ル
』
の
標
識
を
掲
示
し
ま
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
総
合
研
究
所

理
事
長
　
喜
田
　
大
三



（第104号）� 2013年 1月15日発行�（4）

中村工業株式会社

〒179-0073　　　　　　
東京都練馬区田柄1-16-6
TEL�03-5967-1384
FAX�03-5967-1394

大規模修繕工事の

瑕疵保険

03-3562-8122
東京都中央区京橋 1-6-1 三井住友海上テプコビル 6F

納得、安心のできる管理

☆ 総合管理の受託から自主管理の応援まで

☆ 管理組合のニーズに合った管理システム

☆ 木目の細かい対応が出来ます

日本高層管財株式会社
本社東京都渋谷区代々木1-19-12新代々木ビル4階 〒151-0053
　　ＴＥＬ03-5388-4471(代)　ＦＡＸ03-5388-6463

�前田建設グループ

フジミビルサービス株式会社

〒103-0025
東京都中央区日本橋茅場町3-1-11
TEL:03-3639-7900
FAX:03-3639-7609

ウレタン防水のリーディングカンパニー

株式会社ダイフレックス

本社　マンション改修チーム
〒163-0823
東京都新宿区西新宿2丁目4-1新宿 NSビル23階
TEL.03（5381）1188
http://www.dyflex.co.jp

謹
ん
で
新
春
の

　

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　

 

平
成
二
十
五
年 大和ライフネクスト株式会社

事業開発部　　　　　　

0120-54-4068
東京都港区赤坂5丁目1番33号　〒107-0052
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信頼される管理をめざします

株式会社ダイワサービス
東京支社

東京都千代田区飯田橋3丁目13番1号
TEL�03-5214-2348

建装工業株式会社

首都圏マンションリニューアル事業部
〒105-0003　東京都港区西新橋3-11-1
TEL�03-3433-0503�FAX�03-3433-0535
http://www.kenso.co.jp/

三興管理株式会社

東京都千代田区神田須田町1-7
電話番号�03-3252-7367
FAX 番号�03-3255-2287

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
総
合
研
究
所

Ｎ
Ｐ
Ｏ　

埼
管
ネ
ッ
トRe-innovation

TOHOは建物の資産価値を再生する会社です

ISO9001・14001全支店運用中

TOHO株式会社
　　　　東京支社／〒101-0044　東京都千代田区鍛冶町1-8-3
　　　　　　　　　TEL：03（3255）1876（代）　FAX：03（3257）9190
　　　　　　　　　URL：http://www.toho-cp.co.jp
　　　　　　　　　E-Mail：Toho@toho-cp.co.jp

私どもは、マンション、集合住宅のリニューアル工事（大規模修
繕・大規模改修工事）の専門会社です。
資産価値向上につながる Re-Innovation をコンセプトに新しい夢や
感動をご提供します。

マンション管理組合様向け
リースでリフォーム
（窓・玄関ドア・手すり�リフォーム）

株式会社ＬＩＸＩＬ（リクシル）
リフォーム営業部　埼玉営業所

〒331-0811
埼玉県さいたま市北区吉野町1-23-6
TEL:048-668-5084　担当：渡会（ワタライ）

全くの「逆転の発想」から誕生しました。このアレス
セラホールド工法は、従来常識とされていた、水を
はじく撥水性を覆し、水になじむ親水性という常識
を生みました。それは、雨水が汚れを一緒に取り去る
セルフクリーニング機能により、住まいの外壁の汚
れを寄せ付けず、美しい外観を長く保ち続けます。

低汚染形複合外装仕上工法 低汚染形セラミック変性フッ素樹脂塗料

低汚染形セラミック変性ウレタン樹脂塗料

建設塗料本部

資料のご請求、お問い合わせは

本社〒144-0045 東京都大田区南六郷3丁目12番1号
　　ＴＥＬ.(03)5711-8901 ＦＡＸ.(03)5711-8931

（特許 第２６１００８５号）

雨水

汚れ

親水性被膜
水になじみやすい被膜

親水膜イメージ図

関西ペイントホームページ　ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｋａｎｓａｉ.ｃｏ.ｊｐ/
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テ
ー
マ
１
．『
マ
ン
シ
ョ
ン
改
修

に
国
庫
補
助
金
が
使
え
る
事
を
ご

存
知
で
す
か
？
』
と
題
し
て
、
㈱

住
宅
あ
ん
し
ん
保
証
の
渋
谷
貴
博

氏
を
講
師
に
迎
え
、
国
庫
補
助
制

度
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
お
話

を
お
聴
き
し
ま
し
た
。

１
『
マ
ン
シ
ョ
ン
の
大
規
模
修
繕

と
運
営
ト
ラ
ブ
ル
』

長
期
修
繕
計
画
に
基
づ
く
大
規

模
修
繕
工
事
他
、
維
持
保
全
の
た

め
の
補
修
工
事
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

な
ど
、
建
物
の
健
康
管
理
を
行
う

こ
と
が
、
安
心
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン

に
住
み
続
け
る
た
め
に
必
要
で

す
。
し
か
し
、
工
事
の
専
門
家
で

は
な
い
管
理
組
合
が
ス
ム
ー
ズ
に

工
事
を
実
施
す
る
こ
と
は
と
て
も

難
し
い
も
の
で
す
。

理
由
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

①
役
員
の
成
り
手
不
足

組
合
員
の
高
齢
化
、
住
居
の
賃

貸
化
に
よ
り
、
積
極
的
に
修
繕
委

員
会
に
参
加
す
る
人
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
。

②
工
事
内
容
が
適
正
か
、
管
理
組

合
が
把
握
し
づ
ら
い

一
般
的
に
大
規
模
修
繕
工
事
で

は
、
新
築
住
宅
と
異
な
り
、
建
築

確
認
申
請
が
あ
り
ま
せ
ん
。（
た

だ
し
、
建
築
物
の
主
要
構
造
部
に

つ
い
て
行
う
過
半
の
修
繕
・
模
様

替
え
の
場
合
、
建
築
確
認
申
請
は

必
要
で
す
。）

つ
ま
り
、
審
査
機
関
で
あ
る
第

三
者
の
現
場
検
査
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
工
事
内
容
が
適
正
か
、
管

理
組
合
に
と
っ
て
把
握
し
辛
く
な

っ
て
い
ま
す
。

③
【
工
事
後
の
ト
ラ
ブ
ル
は
一
定

割
合
発
生
し
て
い
る
】

マ
ン
シ
ョ
ン
内
の
ト
ラ
ブ
ル

は
、
人
間
関
係
に
関
す
る
も
の
の

次
に
建
物
の
不
具
合
に
関
す
る
も

の
が
多
く
、
中
で
も
工
事
後
の
瑕

疵
担
保
責
任
に
関
す
る
も
の
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

２
『
安
心
し
て
大
規
模
修
繕
を
行

う
為
の
瑕
疵
担
保
責
任
保
険
』

管
理
組
合
を
守
る
た
め
に
国
交

省
が
「
住
生
活
基
本
計
画
」
に
お

い
て
定
め
た
、
工
事
会
社
が
加
入

す
る
工
事
完
了
後
の
建
物
検
査
と

一
体
と
な
っ
た
保
証
制
度
で
あ

り
、
加
入
は
任
意
。
ま
た
、
国
交

省
は
そ
の
環
境
整
備
の
促
進
の
た

め
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て

①
管
理
組
合
向
け
「
大
規
模
修
繕

セ
ミ
ナ
ー
」
を
全
国
８
ヶ
所
で
開

催
し
、
瑕
疵
担
保
責
任
保
険
の
重

要
性
に
つ
い
て
説
明
。

②
大
規
模
修
繕
工
事
に
対
し
補
助

金
を
交
付
す
る
「
平
成
24
年
度　

既
存
住
宅
流
通
・
リ
フ
ォ
ー
ム
推

進
事
業
」
を
実
施
。
こ
れ
は
、
管

理
組
合
が
補
助
金
対
象
工
事
を
行

い
工
事
会
社
が
瑕
疵
担
保
責
任
保

険
に
加
入
し
た
場
合
、
管
理
組
合

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
も

の
で
あ
り
、
対
象
は
建
物
の
長
寿

命
化
を
目
的
と
し
た
工
事
。（
タ

イ
ル
剝
落
予
防
、
地
震
対
策
等
）

建
替
え
が
困
難
な
マ
ン
シ
ョ
ン

が
多
い
な
か
国
は
如
何
に
建
物
の

長
寿
命
化
を
図
る
か
を
重
要
な
課

題
と
し
て
い
ま
す
。

３
『
大
規
模
修
繕
は
、
工
事
会
社

ま
か
せ
で
大
丈
夫
な
の
？
』

建
物
毎
に
、
そ
の
健
康
状
態
は

異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
管
理
組
合

毎
に
ふ
と
こ
ろ
具
合
も
異
な
り
、

生
活
ス
タ
イ
ル
も
様
々
で
す
。
こ

れ
ら
を
総
合
的
に
把
握
し
、
工
事

計
画
を
立
て
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
組
合
員
同

士
が
「
こ
れ
か
ら
今
の
住
ま
い

で
、
ど
う
暮
ら
し
て
い
く
の
か
」

合
意
形
成
を
築
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
日
頃
か
ら
住
民
へ
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。「
今
後
ど
の
よ
う
な
暮
ら

し
を
希
望
す
る
の
か
」
ま
た
「
専

有
部
分
及
び
共
用
部
分
に
何
が
必

要
か
」
な
ど
を
充
分
に
認
識
し
た

上
で
限
ら
れ
た
修
繕
積
立
金
を
効

果
的
に
使
う
こ
と
に
な
り
安
心
で

き
る
大
規
模
修
繕
工
事
に
つ
な
が

り
ま
す
。

①
【
情
報
・
知
識
】

組
合
が
情
報
・
知
識
を
増
や

す
。

②
【
パ
ー
ト
ナ
ー
】

居
住
者
の
事
情
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
地
域
団
体
や
設
計
会
社
な

ど
。

４
『
あ
ん
し
ん
大
規
模
修
繕
工
事

か
し
保
険
（
瑕
疵
担
保
責
任
保

険
）
と
は
？
』

保
証
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
は

想
定
外
の
欠
陥
工
事
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
の
回
避
に
、
つ
な
が
り
ま
す
。

建
築
士
に
よ
る
「
検
査
」
と
万
が

一
、
欠
陥
が
見
つ
か
っ
た
場
合
の

「
保
険
」
を
セ
ッ
ト
に
し
た
保
証

制
度
で
す
。
工
事
後
に
見
つ
か
っ

た
欠
陥
に
つ
い
て
は
、
工
事
業
者

に
そ
の
補
修
費
用
と
し
て
保
険
金

が
支
払
わ
れ
、
迅
速
に
補
修
工
事

が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
仮
に
工

事
業
者
が
倒
産
等
に
よ
り
補
修
工

事
が
継
続
で
き
な
い
場
合
に
は
、

工
事
発
注
主
で
あ
る
管
理
組
合
に

直
接
保
険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

問
い
あ
わ
せ
先

〇
三
（
三
五
六
二
）
八
一
二
二

第
41
回
秋
季
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

組
合
実
践
セ
ミ
ナ
ー
報
告

平
成
24
年
11
月
11
日
　
さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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テ
ー
マ
２
．『
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
マ
ン
シ
ョ
ン
の
様
々
な
保
険
に

つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
！
』
と
題

し
て
、
１
級
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
技
能
士
で
あ

る
水
谷
力
氏
を
講
師
に
迎
え
、
保

険
に
関
す
る
お
話
を
お
聴
き
し
ま

し
た
。

１
『
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、
様
々
な

リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。』

例
え
ば
、
地
震
や
火
災
、
ま
た

地
域
に
よ
っ
て
は
水
害
な
ど
の
大

規
模
な
災
害
か
ら
、
床
で
滑
っ
て

の
転
倒
や
、
水
漏
れ
な
ど
日
常
的

に
経
験
し
が
ち
な
も
の
ま
で
数
多

く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
処
す

る
方
法
は
、
主
に
「
回
避
」「
低

減
」「
保
有
」「
移
転
」
の
４
つ
で

す
。
こ
の
う
ち
「
保
有
」
は
、
事

故
が
起
き
た
時
に
自
己
資
金
で
対

処
す
る
方
法
で
す
。
こ
れ
に
は
、

そ
れ
に
見
合
う
自
己
資
金
（
預
貯

金
や
積
立
金
等
）
が
あ
る
こ
と
が

前
提
で
す
。
と
こ
ろ
が
何
も
し
な

い
で
い
る
と
結
果
的
に
「
保
有
」

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば

地
震
が
起
き
て
建
物
が
倒
壊
、
焼

失
し
た
場
合
の
資
金
的
な
対
策
を

何
も
取
ら
ず
に
い
る
と
、
結
果
と

し
て
自
己
資
金
を
工
面
し
て
修
繕

す
る
し
か
選
択
肢
が
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
「
移
転
」

は
、
火
災
や
地
震
に
備
え
て
保
険

に
入
る
と
い
う
の
が
こ
れ
に
当
た

り
ま
す
。
こ
の
４
つ
の
方
法
は
、

リ
ス
ク
の
種
類
に
応
じ
て
使
い
分

け
る
事
が
賢
明
で
す
。

２
『
次
に
地
震
に
つ
い
て
で
す
が

東
日
本
大
震
災
で
は
多
く
の
マ
ン

シ
ョ
ン
が
倒
壊
し
て
い
ま
す
。』

仙
台
圏
の
マ
ン
シ
ョ
ン
１
、４

０
０
棟
の
う
ち
、
全
壊
80
～
１
０

０
棟
、
半
壊
３
０
０
棟
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
地
震
に
備
え
る
に
は

地
震
保
険
が
一
つ
の
方
法
で
す

が
、
地
震
保
険
の
目
的
は
、「
被

災
者
の
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る

こ
と
」
で
す
。
よ
く
地
震
保
険
に

入
ら
な
い
理
由
の
一
つ
に
、「
建

物
が
元
通
り
に
建
て
直
せ
な
い
か

ら
」
と
言
う
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
も
と
も
と
地
震
保
険
は
、
そ

の
よ
う
な
設
計
に
な
っ
て
い
な
い

の
で
す
。
で
は
必
要
な
い
の
で
し

ょ
う
か
？　

ち
ょ
っ
と
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。
住
宅
ロ
ー
ン
の
残

高
が
数
千
万
円
あ
る
方
が
、
地
震

で
家
を
失
っ
た
と
す
る
と
、
そ
の

方
の
生
活
は
経
済
的
に
ど
の
よ
う

な
損
害
を
受
け
る
の
で
し
ょ
う

か
？　

家
と
い
う
資
産
を
失
っ
た

上
に
住
宅
ロ
ー
ン
の
残
高
は
ま
る

ま
る
残
り
ま
す
。
地
震
で
仕
事
や

収
入
を
失
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

賃
貸
住
宅
に
住
む
と
し
て
も
家
賃

の
他
に
住
宅
ロ
ー
ン
を
返
済
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
家
を
再

建
す
る
と
す
れ
ば
住
宅
ロ
ー
ン
を

二
重
に
組
ま
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
て
も
経
済
的
に
は
大

き
な
損
失
で
す
。
こ
の
よ
う
な
経

済
的
な
損
失
を
少
し
で
も
軽
減

し
、
生
活
の
再
建
を
助
け
る
役
割

が
地
震
保
険
な
の
で
す
。

３
『
一
方
、
地
震
保
険
に
も
課
題

は
あ
り
ま
す
。』

損
害
の
認
定
が
、
主
要
構
造
部

の
損
傷
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
る
と

い
う
点
で
す
。
例
え
ば
柱
と
梁
で

床
を
支
え
る
工
法
の
場
合
、
主
要

構
造
部
で
は
な
い
壁
の
損
傷
は
考

慮
さ
れ
ま
せ
ん
し
、
建
物
の
附
属

設
備
で
あ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
給

水
塔
の
損
傷
も
考
慮
さ
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
実
際
に
東
日
本
大

震
災
の
現
場
で
は
、
損
害
の
認
定

が
柔
軟
に
な
さ
れ
た
事
例
も
あ
る

様
で
す
し
、
今
後
の
課
題
と
し

て
、
こ
れ
を
見
直
す
動
き
も
あ
り

ま
す
の
で
、
改
善
を
期
待
し
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
は
特
有

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

専
有
部
と
共
用
部
に
分
け
て
保
険

に
入
る
と
い
う
点
で
す
。
双
方
に

入
っ
て
い
な
い
と
建
物
全
体
に
保

険
が
付
い
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

せ
ん
。

地
震
で
建
物
が
損
傷
し
た
際
、

修
繕
の
依
頼
を
す
る
時
期
が
遅
く

な
る
と
修
繕
の
着
工
時
期
も
遅
く

な
る
と
い
う
問
題
が
東
日
本
大
震

災
で
は
見
ら
れ
ま
し
た
。
速
や
か

に
修
繕
を
依
頼
す
る
に
は
、
資
金

の
裏
づ
け
が
必
要
で
す
。
資
金
を

迅
速
に
手
当
て
す
る
た
め
に
も
地

震
保
険
は
共
用
部
と
専
有
部
の
双

方
に
付
け
て
お
い
た
方
が
賢
明
で

す
。地

震
保
険
の
内
容
は
ど
の
保
険

会
社
で
入
っ
て
も
同
じ
で
す
が
、

火
災
保
険
は
各
社
ま
ち
ま
ち
で

す
。
地
震
保
険
は
火
災
保
険
と
セ

ッ
ト
で
な
け
れ
ば
入
れ
ま
せ
ん
の

で
、
保
険
会
社
選
び
も
重
要
で

す
。
保
険
を
検
討
さ
れ
る
際
は
、

必
要
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ

る
代
理
店
や
Ｆ
Ｐ
に
相
談
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
現
在
加

入
し
て
い
る
内
容
の
見
直
し
な
ど

に
も
対
応
し
て
く
れ
る
代
理
店
や

Ｆ
Ｐ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
一
度
相

談
し
て
み
る
の
も
良
い
で
し
ょ

う
。

４
『
最
後
に
』

今
回
セ
ミ
ナ
ー
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
見
る
と
、「
興
味
深
い
内
容
だ

っ
た
」
と
言
う
声
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、「
現
在
の
加
入
内

容
を
確
認
し
た
い
」「
見
直
し
た

い
」
と
い
う
声
も
あ
る
一
方
で
、

「
ま
だ
保
険
に
入
っ
て
い
な
い
」

と
い
う
声
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま

し
た
。「
保
険
に
入
っ
て
い
な
い
」

と
言
う
こ
と
は
、
意
識
し
て
い
る

か
ど
う
か
は
別
と
し
て
管
理
組
合

が
リ
ス
ク
を
「
保
有
」
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
一
度
、

管
理
組
合
で
話
し
合
わ
れ
て
は
如

何
で
し
ょ
う
か
。
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事務局インフォメーション
＊平成24年度年会費納入のお願いと理事長並びに役員の業務変更届提出のお願い

当会の会員更新の時期になりました。① 5 月中旬・②１2月初めに、各会員管理組合理事長様宛に会費の請求書をお送り
させて頂いております。未納の管理組合におかれましては、 2 月末日迄に、埼玉りそな銀行　南浦和支店　普通口座─
38７6７93までお振込のことお願い致します。

また、会費の請求書と一緒に理事長様宛「変更届」をお送りしております。理事長が交替した管理組合と各書類等の送付
先を変更したいマンションは、「変更届出書」を埼管ネット事務局 FAX 048-88７-9924宛迄、ご送信お願い致します。
＊相談員・（役員）ボランティア職員募集
「自管理組合の役員として苦労した経験を他のマンションに伝えたい」また「マンション管理の為に何か力になりたい」

と考えておられる貴方、NPO 埼管ネットの活動に参加してみませんか。マンション管理に関心のある、熱意のある方を求
めています。
・応募資格　正会員マンションの区分所有者・賛助会員の中間職以上でマンション居住者
・応募方法　事務局までお問い合わせ下さい。TEL 048-88７-992１・FAX 048-88７-9924

平成25年埼管ネット行事予定表
月　日 行事予定 会　場 月　日 行事予定 会　場

1月12日 仕事始め 7月 6日 役員会 事務局会議室

12日 役員会 事務局会議室 6日 組合管理運営相談会 事務局会議室

12日 組合管理運営相談会 事務局会議室 6日 建物修繕相談会 事務局会議室

26日 建物修繕相談会 事務局会議室 未定 地域交流会・法律相談会 マンション集会室

2月 2日 役員会 事務局会議室 8月 3日 役員会 事務局会議室

2日 組合管理運営相談会 事務局会議室 3日 組合管理運営相談会 事務局会議室

2日 建物修繕相談会 事務局会議室 3日 建物修繕相談会 事務局会議室

16日 建物保全研修会 事務局会議室 13日～18日夏期休暇

3月 2日 役員会 事務局会議室 9月 7日 役員会 事務局会議室

2日 組合管理運営相談会 事務局会議室 7日 組合管理運営相談会 事務局会議室

2日 建物修繕相談会 事務局会議室 7日 建物修繕相談会 事務局会議室

未定 地域交流会・法律相談会 マンション集会室 未定 地域交流会・法律相談会 マンション集会室

4月 6日 役員会 事務局会議室 10月 5 日 役員会 事務局会議室

6日 組合管理運営相談会 事務局会議室 5日 組合管理運営相談会 事務局会議室

6日 建物修繕相談会 事務局会議室 5日 建物修繕相談会 事務局会議室

20日 建物保全研修会 事務局会議室 19日 建物保全研修会 事務局会議室

未定 地域交流会 マンション集会室 未定 地域交流会 マンション集会室

5月11日 役員会 事務局会議室 11月 2 日 役員会 事務局会議室

11日 組合管理運営相談会 事務局会議室 2日 組合管理運営相談会 事務局会議室

11日 建物修繕相談会 事務局会議室 2日 建物修繕相談会 事務局会議室

26日 管理組合実践セミナー さいたま市文化センター（予定） 17日 管理組合実践セミナー さいたま市文化センター（予定）

26日 法律相談会 さいたま市文化センター（予定） 17日 法律相談会 さいたま市文化センター（予定）

6 月 1 日 役員会 事務局会議室 12月 7 日 役員会 事務局会議室

1日 組合管理運営相談会 事務局会議室 7日 組合管理運営相談会 事務局会議室

1日 建物修繕相談会 事務局会議室 7日 建物修繕相談会 事務局会議室

15日 建物保全研修会 事務局会議室 28日 仕事納め

未定 地域交流会 マンション集会室

ホームページからの情報発信� http://www.saikan-net.com/
事務局への連絡にもご協力ください

マンション Life バックナンバー ユーザー名　saikan-user パスワード　1315


